
定
）e
同
然
百
•
K
+
-
=
-
知
文
庫
岡
縣
笥
殿
農
學
校
惨
業
年
限
及
入
學
蓑
格
雙
庚
認
可
）
•
同
偉
百
·
六
十
四
競
(
-
綱
詞
賑

三
井
農
學
稜
修
業
年
限
及
入
學
蓑
絡
投
更
認
可
）
・
同
第
百
六
十
五
撃
（
岡
山
縣
高
松
股
學
校
寄
産
科
殷
止
認

可
）
，
同
・
第
百
六
十
六
戟
（
京
都
市
立
商
業
箕
修
墨
校
名
報
斐
褒
認
可
）
ぶ
回
第
百
六
十
七
紬
（
奈
良
縣
高
国
宜
科
女

學
枝
修
棠
年
限
及
入
墨
資
将
競
更
認
可
）
•
同
第
百
六
十
八
誠
（
熊
本
縣
泄
本
股
業
嬰
狡
女
子
部
設
骰
認
可
）
凡
四

第
百
六
十
九
雙
滋
賀
縣
高
島
郡
大
溝
裳
料
高
等
女
學
校
瓶
止
認
可
）
。
同
第
百
七
十
錮
（
滋
賀
縣
立
惑
栂
奴
科
高

飾
女
邸
絞
設
碇
認
可
）
。
同
第
百
七
十
一
撃
（
愛
知
縣
刈
谷
高
締
裁
詭
女
學
校
骰
罷
認
n

r

)

。
同
第
百
七
十
二
穀
（
隙

克
固
日
本
惑
常
高
僻
小
學
校
恩
給
法
指
定
）
9

同
第
百
七
古
―
―
禁
（
礼
陥
屯
日
本
窃
常
高
等
小
駆
校
同
上
）
・
同
第

百
七
十
四
撃
（
素
倫
日
本
等
営
小
學
校
阿
J
o
)
。
同
第
百
七
十
互
挑
（
黒
河
Icl
完
唸
常
小
學
校
岡
上
）
同
第
百
七
十

六
臨
（
昂
昂
渓
日
本
唸
常
高
倖
小
學
校
同
上
）
。
同
第
百
七
十
七
競
（
天
禅
見
金
芍
常
高
嫁
小
誤
狡
改
稲
認
可
）
•
同

第
百
七
十
八
競
（
平
泉
日
本
人
居
留
民
舎
立
日
本
人
窃
常
小
學
稜
改
稲
認
可
）
。
同
節
百
七
十
九
披
（
凌
源
日
本
人

居
留
民
會
立
凌
源
日
本
人
雰
常
小
學
狡
改
需
認
可
）
る
同
第
百
八
十
紬
（
承
飴
居
留
民
含
立
日
本
郊
常
小
翠
稜
改

稲
認
可
）
•
同
第
百
八
十
一
競
（
熊
本
市
立
詢
エ
學
校
學
科
、
入
學
資
旅
及
修
菜
年
＇
限
愛
亙
認
可
）
土
回
第
百
八
十
二

雙
東
京
更
＂
ふ
橋
高
等
家
政
女
墨
校
設
置
認
可
）
品
回
第
百
八
十
―
―
―
毅
（
栃
木
縣
小
山
寅
梁
學
悛
設
置
認
可
）
。
同
第

百
八
十
四
賊
（
東
京
市
的
町
脳
質
科
女
學
狡
名
需
及
隻
塁
＇
限
褻
更
認
可
）
。
同
銘
百
八
十
五
紙
（
鮫
河
零
常
小
學

薔
露
法
指
定
）
g
同
第
百
卒
六
撃
（
新
一
9

ふ
錦
ケ
丘
高
等
女
學
薔
薔
法
指
定
）
。
同
第
百
八
十
七
雙
塵
馨
立

塵

馨

皇

言

言

胃

）

。

同

第

百

八

十

八

統

（

東

京

府

魯

塁

塁

塁

＝

＝

一

本

塁

塁

塁

塁

百
八
十
九
筵
（
東
京
府
立
工
姦
學
校
詈
一
本
科
談
置
認
可
）
ぷ
認
臀
摩
雙
揺
井
縣
斎
墨
晨
喜
塁

夏

認

可

）

。

同

響

ゑ

一

塁

霊

皐

讐

霊

督

嘉

入

筐

藷

言

更

認

可

）

贔

響

忍

豆

(
-
=
―
喜
松
阪
市
立
裳
懇
贔
巖
校
聾
醤
可
）
。
同
魯
忍
＝
益
（
誹
奈
川
縣
横
須
賀
市
立
露
慕
校
設
樅

翠
早
省

認
可
）•
1

嘉
竺
撃
（
大
阪
府
立
高
津
夜
間
巾
5号
外
六
校
兵
役
法
施
行
令
第
百
條
誓
詈
墨
）
．．．．．．．．． 
。
・
・
：
・
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邁
牒
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ニ

喜
辱
書
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自
昭
和
十
一
年
四
月
一
日
＝
主
阿
四
万
責
公
表
／
分
綿
）
，
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簗
饂
：
：
．．．． 
。

．

謬

雪

塁

塁

嘉

翡

胄

喜

ー

饗

賃

開

ー

設

定

数

靡

讐

ー

胃

靡

讐

ー

誓

喜

一

／

イ

ル

ム

」

塁

ー

東

京

科

學

栂

物

館

開

館

日

喜

ー

昭

和

十

一

年

度

芭

喜

胄

ー

羞

慕

馨

唇

饂

靡

塁

ー

冒

ー

篇

ー

塁

訓
令
：
e
o
・
：
・
。
-
：9
-

文
部
省
訓
令
第
八
摯
（
地
方
社
含
敦
育
戟
漿
髄
―
依
ル
唸
予
定
艮
中
改
正
）

告
示
；
：
，
．
i
：
文
部
省
告
示
第
百
＝
―
―
十
六
簗
（
利
歌
山
縣
立
紀
北
農
署
霰
警
一
部
翌
勘
寄
）
。
同
第
百
一
手
も
誂
（
大
阪
府
立

蔑
駆
尋
第
二
部
設
餘
敷
壁
苗
症
科
脱
止
認
可
）
。
同
節
百
一
二
十
八
紬
（
東
京
市
立
牛
込
商
菜
學
談
修
棠
年
限
及
入

詈
食
柊
妥
更
認
可
）
。
同
第
百
―
―
―
十
九
誂
（
宮
山
縣
東
岩
瀬
商
業
學
校
設
詮
認
可
）
。
同
第
百
四
十
競
（
富
山
縣
魚
泄

痰
業
墨
校
設
置
認
可
）
。
同
第
百
四
十
一
細
（
宮
崎
縣
池
津
水
産
學
校
設
骰
認
可
）
。
同
第
百
四
十
二
撃
（
大
分
縣
立

笠
槃
ナ
前
年
磁
校
設
既
認
可
）
。
同
第
百
四
書
一
紙
（
山
形
縣
立
庄
内
農
學
校
第
一
一
部
修
業
年
限
鯰
夏
認
可
）
・
同
第

百
四
十
四
跛
（
興
誤
館
商
業
學
校
設
骰
謡
可
）
•
同
第
百
四
十
五
雙
首
呈
市
立
女
子
工
葬
學
猿
喜
及
設
立
者
競

器
時
篇
誓
四
十
六
雙
島
板
縣
立
大
祉
高
等
懇
開
幕
警
喜
翠
認
可
）
＂

rol
瞥

亨

姦

（

野

濠

地

裳
科
席
緑
女
學
狡
改
稲
認
可
）
。
同
第
百
四
十
八
紬
（
大
正
二
年
文
部
省
告
示
患
l
e
i
-
―
一
十
六
姉
巾
殴

l
E
)
•同第
一
臼

四
十
九
院
（
東
京
工
業
専
修
嬰
校
高
等
工
業
部
師
範
界
稜
巾
學
狡
高
等
女
學
佼
数
負
稔
定
規
底
第
五
條
第
九
競

贔

リ

認

定

）

。

回

臀

塁

紙

（

宮

城

喜

言

喜

校

名

讐

甕

認

可

盃

誓

予

一

戟

（

名

古

屋

市

立

工

璽

五

學

塁

賢

認

可

）

。

同

葛

鬼

＇

二

雙

名

古

犀

市

立

兒

蓋

喜

鵞

義

言

言

ぶ

瞥

葦

＝

―

―

雙

熊

本

墨

懸

屈

蒻

嘉

巖

懇

慇

蒻

璧

靡

）

9

同

砲

塁

責

雙

徳

島

縣

卒

恐

巖

晨

骰

認

可

）

。

同
宛
百
五
十
豆
競
（
名
古
尻
市
立
山
口
、
筒
井
知
益
密
堺
稜
設
笠
認
可
）
ふ
四
第
百
五
十
六
銚
拿
は
緊
因
学
校
設
置
認

可
）
。
同
第
百
五
十
七
搬
（
茨
城
縣
東
悔
高
婚
女
墨
綾
設
立
者
及
名
懇
翠
更
認
可
）
。
同
第
百
五
十
八
助
（
茨
城
縣
古

河
裳
科
窃
唸
女
屡
校
練
織
及
名
紛
競
延
認
可
）
。
同
紫
百
五
十
九
摯
（
神
奈
川
縣
軍
港
裁
綿
女
學
狡
名
孵
斐
真

認
可
）
•
同
第
百
六
十
戟
（
樅
渋
市
立
女
子
高
絲
専
修
、
同
高
等
家
政
女
學
狡
股
詮
認
i
円
）
。
同
然
百
六
十
一
細
（
滋

賀
縣
立
中
前
年
墨
校
敦
競
養
成
所
位
罹
鱗
童
認
可
）
。
同
然
百
六
十
二
姉
（
天
津
第
二

H
本
稼
常
小
學
校
恩
給
法
指

井形

寄縣

年東

口

政
太
郎
・
・
・
・
・
・
―
―
―
八

彦

根

高

等

商

業

學

授

の

特

色

・

・

・

゜

・

彦

懇

麟

的

業

學

謬

袋

矢

野

貰

城

…

：

・

-

＝

一

五

f
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士

ャ
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學
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•
e
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特

あ
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新

潟

高

學

校

の

特

巻

頭

天

長

節

唱

歌

伴

奏

附

色
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
＇
新
潟
高
等
甍
姦
裟

＋ 
ロ

‘̂ ’ロ

一
四

尋

常

小

學

算

術

鯰

誌

編

纂

趣

旨

ロ

・

。

．．．．．．． 
畜

畠

喜

嘉

天

長

節

の

唱

歌

に

校

建

築

就
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
文
部
省
図
書
局

學

話

国

・

・

・

・

・

・

文

部

技

師

誌

言

戸

疇

疇

指

定

せ

ら

れ

仁

る

・

・

・

・

・

文

部

省

宗

欧

局

儒

敦

殺

育

機

闊

の

史

蹟

の

岡

田

恒

哺・・
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文
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時
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指
定
せ
ら
れ
た
る
信
歎
敦
育
桐
闊
の
史
蹟

て
嗜
に
儒
敦
息
想
の
衰
國
民
性
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
あ
り
と
し
て
f
,

傷
措
と
感
化
の

千
数
百
年
0,

必
嬰
と
す
る

の
具
備
せ
ね
は
ね
ら
ぬ
為
に
、
名
の
西
高
く
と

‘
 

",0 

／

没

さ

ミ

一五

定
さ
る
べ
き
も
の
は

そ
の

る
と
こ
ろ
ど
想
察
さ
仇
て
ゐ
る
。
何
に
は
と
ま
仇

し
き
聞
，
所
謂
信
敦
本
位
の
狡
育
の
下
に
支
配
さ
ね
て
束

仁
の
で
あ
る
か
ら
さ
従
て
そ
の
間
係
の
史
岐
は
非

常
に
多
く
遣
さ
肛
て
あ
る
べ
き
筈
な
る
＇
A

¥

大
正
八
年
法
律
第
四
十
四
覧
に
よ
っ
て
史
讀
に
指］ 

い
時
代
の
も
の
ば
殆
と
な
く
、
伺
れ
も
近
世
の
も

の
の
《
で
あ
る
J
一
と
ら
近
戦
の
も
の
す
ら
大
部
分

は
退
轄
又
は
破
填
さ
，
り
指
定
せ
ら
る
べ
き
條
件
を

失
っ
て
ゐ
る
も
の
か
多
い
。
大
年
八
年
以
後
今
日

迄
に
指
定
さ
虹
し
分
は
、
約
十
七
グ
所
て
、
尤
も

此
指
定
さ
れ
し
内
卜
六
グ
所
は
學
絞
・
聖
廟
＾
塾
舎

等
の
建
物
を
有
す
る
も
の

へ
た
も
の
で
i
史

践
と
し
て
は
、
尚
著
名
ね
る
學
者
文
入
の

も
指
定
し
て
ゐ
ら
／
ぃ
八
今

は
主
と
し
て
敦
育
畏
闘
の
分
に
の
凡
止
め
ャ
｛
B

尚
建
物
の
分
も
将
来
調
禿

の
進
行
に
つ
れ
て
う
多
少
培
加
す
る
事
と
思
は
れ
る
か
，
笈
に
は
昭
和
十

贔ご悶 99瓢麟疇疇雪言三攣彎9謬鰐瓢て，．l一覧
鵡•ーぬ ※｀冷が： 認 唸淡応一度 他七月

：冑；［釈：象9 :9• 竺嘉悶
，・ごの，｀｀：賢翁＇疇湘 袋忍＇ふ，三戸 9:`シ:O を
］ ［1,讐 ，塁賢養醤 ＇胃口讐
活十史 3 十隅
躍五績で奨獣は のそな従り庫廟足徳ー五つ
せグが 99 學に＇文とのくてしはは利 lliはグに
し所褒中のあ年敦見指き史と 、 う學時足所の
常の生閂刺る代闘て定栂躊か文之狡代刊はで
時藩し以戦はも係ぬ匿名と無庫れ証以學徳あ
の賛て後に勿莉由る域幸しかと又内箭校川る
朕 e ゐによ論し践の丙内てりし徳のよ証時゜
況古：るばつでくのでに界はして川現り b 代
全塁 3 るてあ現憾あ文と文との期存（ゾーに
部 と文る代川る庫し庫か獨(),)指隅ぱ入
を文 獨敦かJ‘、時」証＇［と等立建定係金i）
完敦 りの‘の仕 も指し煎し，築封揚澤て
全け闘 儒盛そ蓮しぅ 賞定て々にで照所文創
に係 敦をの鎮へ 然さ指説建ぁ物で庫始
保史 の致冗闘／’J 含比定も物るのあ［；止さ
存躊 らしは係の ょ＇しあがJーるでね
しも なた家の多 れ而亡つ最金に゜〗fこ
て大 ら結康深い fこしのて初澤る尤共史
る半 オ、果のさの もてで＇あ文~聖もに蹟

ベ：

ど
も
宋
學
停
束
以
詞
に
あ
り
て
ら
、
、
そ
の

流
傷
に
よ
つ
て
3

儒
数
の
一
直
倫
五
常
い
要
旨
た
る
、
忠
孝
に
義
の
名
義
を

明
に
し
，
輯
義
廉
恥
の
貴
ぶ
べ
き
を
敦
へ
B

薔
来
の
朗
奢
を
改
め
て
百

‘
,
3
`
•

こ

思
ひ
た
ま
＾
i
は
こ
そ

,”
 

し
め
た
ま
ふ
ね
肛
」
と
述
べ

の
道
の

仁
訊
ば
＞
聖
天
子
の

こ
も
よ
し
と

しヽ

あ
る
と
云
鯰
訊
て
ぬ
る
3

沿
ど
そ
の
こ
ろ
は

、
プ
し
よ
っ
，
ょ
ら
こ
よ

，
け
し
よ
り
r

、
ー
，
t
~
‘
t
,
'

i

t

治

ー

一

i
？
~
ふ

5
9
,、/
'
\

b

キ‘,

に
儒
敬
敦
育
素
＇
．
束
．

0

ぷ
凡
つ
こ

に
ま
芯
り
玉
ひ
だ
訊

ヽ

な
か
つ
2

に
も
の

而
し
て
冥

わ
か
祖
字
が

3
稗
だ

ヽ
J

で
あ
っ
た

来
一
千

の

の
皐
習
法
を
案
ず
る
に
沼
唯
訓
詰
註
疏
に
盲
従
し

の
士
道
要
論
に
「
も
ろ
こ
し
聖
入
3

に
支
配
せ
ら
訊

じ
~
叉
孝
誤
論
語
を
兼
諮
せ
し
め
ら
れ
仁
の
て
あ
っ
｀
仁
と
い
以
仇
や

9。

の
三
道
は
i

'

、

り
し

る
天
智
天
皇
り
御
代
に
ほ

れ
交
武
天
皇
い
，
朝
に
，
京
師
に
大
母
を
、
諸
園
に

の
學
制
に
準
櫨
せ
ら
い
い
、
易
拿
汽
詩
，
周
嘘
、

の
幕
は
関
か
肛
て

↓
.
6
 

ヽ•
明
法
ふ
雷
母
。

を
置
き

r

．
其
博
士
い
官
は
J
明
法
•
紀
偉
・
算
術

、
紀
偲
拇
士
‘
算
博
士
と
皐
科
呈
揺
せ
し
に
酎

て
~
他
の
三
道
と
異
に
し
直
せ

我
國
の

巻
千
字
交
一
巻
を
眸
束
せ
る
に

た
と
一
写
は9) 

~r 

9
,
`
Ft
 

・
ド
~

11、‘ー

應
岬
天
皇
の
朝
百
癬
い
i
人
王
仁
諭
語
十

に
善
良
明
晰
び
る

文
部
雀
宗
敦
局

文
部
時
報
第
五
百
四
十
七
謡

史

蹟

名

膀

天

記

念

物
保
存
法
に
依
り

頁
定
三
る

を
砿
立
せ
し
め
に
，
訓
先
暴
ギ
吋
帥
厭
の
崇
敬

古 育

各

一四

：孝
叶3

闊
0

史
蹟



野
箪
の
管
む
虚
な
り
と
も
偉
へ
ら
れ
る
炉
な
い
。
選
書
の
上
力
ら

見
て
現
在
の
學
狡
尺
上
杉
憲
寅
の
奸
學
の
結
果
に
な
る
と
こ
ろ
且
つ
上

杉
氏
三
代
の
保
誕
の
結
晶
で
あ
る
事
は
分
る
J

學
絞
と
し
て
最
も
盛
を
極
め
た
の
は
天
保
年
間

九
華
の
亭
王
の
時
で
、
負
笈
の
學
徒
貰
に
三
千
し

稽
せ
ら
れ
、
又
此
頃
渡
来
の
宣
敦
師
に
よ
っ
て
、

そ
の
所
在
を
駄
洲
諸
胴
に
迄
報
告
せ
ら
訊
て
ゐ

る
J
徳
川
時
代
に
入
り
そ
の
活
躍
は
到
底
前
代
に

は
及
ば
す
，
即
も
後
期
以
来
ほ
講
學
所
と
し
て
は

そ
の
生
命
を
失
っ
た
代
り
に
＞
・
珍
籟
の
牧
賠
所
と

し
て
斯
界
に
有
名
と
な
り
↑
6

殊
に
貴
重
な
文
庫
と

し

て

支

那

の

學

者

間

に

仇

る

に

至

つ

は

注
意
す
べ
き
事
で
あ
る
。
さ
て
今
奮
時
の
遺
欝
と

し
て
見
る
べ
き
巳
寛
文
八
年
に
修
築
さ
れ
た
聖

廟
と
入
徳
門
と
中
門
と
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
。

聖
廟
は
重
層
四
注
造
明
の
古
廟
の
制
に
倣
っ
た
も

の
と
言
は
れ
て
る
る
。

0

0

0

 

0
 

湯
島
聖
堂
東
京
市
本
婦
匿
褐
島
二
丁
目
に
あ
り
，
大
正
十
二
年
二
月

指
定
。
寛
永
九
年
尾
張
藩
主
徳
川
羨
直
か
林
道
春
を
し
て
d

～
上
野
忍
・
グ
岡

に
先
聖
殿
を
造
管
せ
し
め
た
る
に
始
ま
る
の
で
？
i
冗
読
三
年
腔
軍
綱
吉
道

指
定
せ
ら
れ
た
る
儒
歎
数
育
糠
闘
3

史
蹟

.,~; 

ペ・

ろ
も
の
は
殆
と
銀
1

と
云
ふ
て
も
よ
い
。
柳
ち
大
部
分
は
唯
其
主
要
部
分

を
存
し
薔
規
模
を
見
る
べ
き
も
の
と
し
て
摺
定
さ
仇
た
の
で
あ
る
）

下
府
縣
別
順
に
よ
っ
て
指
定
せ
ら
れ
た
る
分
の
由

考
に
供
し
た
い
j

薔
養
賢
堂
宮
城
縣
仙
豪
市
勾
掌
通
宮
城
縣
謳

敷
地
門
に
あ
り
、
大
正
十
二
を
一
月
指
定
｀
．
薔
仙
豪

落
の
落
學
で
＼
該
藩
の
撃
絞
は
元
文
元
年
げ
逹
吉

村
仙
豪
北
三
番
町
に
舎
を
設
け
、
學
問
所
と
諮
し
、
’

の
子
民
を
薮
育
せ
し
に
始
ま
る
の
で
あ
る
。

~
文
化
年
間
大
槻
湾
準

賓
麿
‘
千
年
今
の
地

民

に

命

し

規

模

を

憤

張

養

賢

塁

と

に

至

治っ
言
今
存
す
る
は
畜
掌
塞
廟
及
門
と
で
、
謂

堂
は
文
化
十
三
年
春
工
を
起
し
，
．
十
四
年
竣
工
，

而
し
て
暴
舎
｀
疇
堂
ふ
匂
座
間
を
一
建
築
中
に
集
合

し
た
即
手
は
，
他
藩
の
費
合
と
は
頗
る
欝
造
5
と
異
に

す
る
も
の
で
あ
る
。

0

0

0

 

O
 

薔
有
備
館
宮
城
縣
玉
造
郡
岩
出
山
町
に
あ
り

昭
和
八
年
二
月
指
定
¥
J
の
池
枡
達
氏
の
祖
政
宗
炉
仙
憂
に
移
る
以
前
居

域
の
埠
に
し
て
i
手
濫
制
時
代
に
け
一
族
ビ
分
到
し
て
守
ら
し
め
‘
に
由
精
の

殿

で

あ

る

し

に

は

「

及

庭

園

」

と

あ

る

炉

や

に

隅子孔誼道弘薩

一七

擬
す
べ
き
建
物
と
詈
園
と
を
完
全
に
保
存
さ
る
、
｀
の
で
二
言
を
併
せ
て

指
定
し
亡
為
で
あ
る
。

詈
厨
如
賢
茨
城
縣
水
戸
市
上
市
字
南
―
―
一
ノ
丸
に
あ
り
、
d

大
正
十
一
年

二
月
指
定
3

水
戸
藩
々
學
に
し
て
う
天
保
九
年
徳

川
声
昭
創
誼
も
饗
士
の
子
弟
で
し
て
支
武
の
道
ど

霜
ぜ
し
め
亡
虞
で
あ
る
。
：
号
に
正
門
。
正
認
玄
善

掌
八
卦
掌
聖
廟
等
嘗
初
の
儘
に
遺
さ
訊
て
ぬ

ク
竺
所
闊
水
戸
學
の
精
髄
を
褻
揮
し
亡
所
て
あ
る
、

雨
し
て
水
戸
學
の
綱
領
は
八
卦
掌
門
に
あ
忍
．
弘

道
館
砕
文
に
霊
さ
れ
て
わ
る
。

正
認
ほ

□ご
学
校
御
殿
と
詞
し
A

棧
瓦
聟
書
院

塩
複
雑
麟
る
平
面
形
を
な
し
て
ゐ
る
。
聖
廟
は
三

間
四
方
輩
層
入
饂
屋
造
、
大
棟
に
鬼
伏
頭
B

下
棟
及

る

特

異

の

支

那

の
孔
子
廟
ど
模
せ
る
も
の
と
言
げ
言
い
て
元
る
。

足
利
墨
校
栃
木
縣
足
利
市
昌
平
町
一
い
あ
り
消

大
正
十
一
二
墾
二
月
指
定
.
‘
我
が
殿
國
時
代
文
敦
m

最
も
衰
へ
仁
と
言
は
ク
f
：
時
代
、
殊
に
闘
京
に
於
一
し
金
澤
文
庫
と
共
に
A
J

ニ
大
文
敦
の
遺
蹟
と
し
て
蟄
へ
ら
る
二
者
名
な
と
こ
ろ
て
あ
る
。
創
設
の

に
て
旦
或
は
王
朝
時
代
の
罠
學
の
遺
制
な
り
と
も
、
叉
参
麟
小

じ
畜
聖
廟
蚊
賢
合
を
他
に
移
す
事
を
計
整
せ
ら
れ
b

外

紳
田
豪
の
池
を
選
ん
で
廟
學
の
地
と
定
甕
特
に
聖
郷
に
擬
し
て
名
一
ご
昌

平
と
改
め
3

箇
俊
廟
學
地
の
芝
桐
と
）
1
ご
乞
此
年
翌
麒
成
灯
大
成
殿
と
稲

せ
広
仇
｛
『
四
年
信
篤
新
嘲
仰
高
門
東
舎
に
於
て

初
め
て
際
害
を
疇
せ
ら
紅
し
が
、
嗣
者
質
に
三
百

入
信
篤
を
し
℃
謬
設
年
有
り
今
日
の
如
く
鵡
者
の

多
き
を
知
ら
す
二
文
讐
致
す
所
と
鷲
嘆
せ
ら
れ

た
次
第
て
あ
る
二
同
，
r六
年
聖
廟
羮
舎
共
に
災
に

足利
罹
り
し
を
以
て
賓
永
元
年
再
造
し
ぅ
寛
政
四
年

學
更
ら
に
費
舎
か
迄
諷
張
し
＂
九
年
費
制
を
改
革
賢
舎

認
を
學
問
所
と
稽
す
る
事
と
な
っ
た
、
即
も
墾
喜

聖
家
の
私
塾
的
傾
向
に
あ
り
し
を
排
し
う
こ
こ
に
官

堂

立
校
の
面
目
を
明
か
に
し
に
次
第
で
あ
る
J
後
又

災
あ
り
寛
政
十
一
年
規
雫
竺
に
明
制
に
攘
て
修
造

せ
ら
れ
た
聖
廟
は
，
近
き
頃
ま
で
存
し
た
の
て
あ

る
竺
大
正
十
二
年
の
震
災
に
失
は
れ
さ
繕
か
に

八
徳
門
及
水
屋
を
競
す
の
み
て
あ
っ
た
兄
最
近

翌
堂
復
興
期
成
同
盟
會
に
於
て
再
追
奮
に
復
し
面
目
を
新
に
さ
れ
た
の
で

あ
る
‘
：
又
維
新
後
學
間
所
は
麿
さ
れ
て
P

高
等
師
範
學
校
の
敷
地
と
な

り
~
再
襲
今
東
京
高
等
鯰
科
習
學
絞
の
敷
地
と
な
っ
た
。

は
そ
の

文
婦
時
報

←ヒ
緯

↓
六
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而

し

て

昌

平

坂

學

問

所

は

教

授

繹

莫

の

主

祀

は

創

建

以

来

林

家

の

司

ど

る

所

で

あ

っ

た

が

後

に

は

林

氏

の

一

族

に

非

す

し

て

主

祀

と

な

る

風

を

生

じ

た

。

學

問

所

は

終

始

林

家

に

於

て

主

宰

聖

堂

付

儒

者

之

を

助

釘

、

其

敢

育

方

針

は

儒

敦

中

心

主

義

で

、

賓

に

漢

學

研

究

の

最

高

學

府

で

あ

っ

た

、

研

究

指

導

の

労

、

叉

支

那

の

珍

籟

を

覆

刻

泄

に

出

し

て

ゐ

る

，

所

謂

埋

堂

官

版

の

書

即

ち

こ

れ

で

あ

。
る
Q

o
o
o
o
 

稲

名

寺

内

界

紳

奈

川

縣

久

良

岐

郡

金

澤

町

に

あ

り

、

大

正

十

一

年

十

月

指

定

‘

尚

指

定

名

稲

に

は

附

金

澤

氏

墓

及

開

山

審

悔

上

人

以

下

泄

代

塔

と

な

つ

て

ゐ

る

。

稲

名

寺

は

文

永

年

中

金

澤

賀

時

の

創

建

に

係

り

、

審

海

上

人

を

招

じ

て

開

山

と

し

た

の

で

あ

る

。

勿

論

常

時

の

建

物

は

今

存

せ

す

、

唯

土

壇

．

去

字

溝

渠

・

苑

池

等

に

常

初

の

面

影

を

偲

び

得

ら

れ

る

。

而

し

て

金

澤

氏

は

寺

内

に

文

庫

を

建

て

和

漢

の

珍

籟

を

牧

蔵

大

に

嘗

時

の

文

運

に

寄

典

す

る

所

多

大

で

あ

っ

た

、

世

の

所

謂

金

澤

文

庫

卸

ち

之

れ

で

あ

る

J

詈

距

雰

―

二

重

縣

阿

山

郡

上

野

町

に

あ

り

、

昭

和

五

年

十

一

月

指

定

、

津

の

有

造

館

支

校

と

し

て

文

政

三

年

藤

堂

醐

兌

の

建

設

、

始

め

文

揚

と

云

文
部
時
報

ひ

、

後

書

鰹

周

官

の

●

功

崇

惟

志

、

業

廣

惟

勤

」

の

語

句

よ

り

採

て

崇

廣

堂

と

命

名

す

る

に

至

っ

だ

而

し

て

崇

廣

堂

と

は

講

堂

の

名

稲

で

あ

る

と

共

に

愕

令

の

綿

名

稲

で

も

あ

っ

た

。

維

新

後

建

物

の

改

腹

が

あ

っ

て

今

存

す

る

嘗

初

の

遺

構

と

し

て

は

、

講

堂

・

表

門

・

御

成

門

湯島塞｝丘≫

呈

九

室

に

は

壁

面

に

漢

晋

唐

宋

の

詩

人

三

十

六

人

の

壷

像

扁

額

が

掲

げ

ら

れ

て

あ

る

に

よ

り

、

そ

の

堂

名

と

な

っ

た

の

で

あ

る

。

0

0

0

 

0
 
0
 
0
 

藷

岡

山

藩

々

學

岡

山

縣

岡

山

市

西

中

山

下

に

あ

り

、

大

正

十

年

二

月

指

定

，

同

藩

學

校

は

．

藩

主

池

田

光

政

藩

士

子

弟

敦

養

の

為

、

上

逍

郡

花

畑

に

學

合

を

設

け

し

に

始

ま

る

の

で

あ

る

。

寛

文

六

年

一

た

び

之

を

城

内

に

移

し

、

次

い

で

今

の

地

に

移

し

て

規

模

を

捩

張

、

九

年

エ

成

り

岡

山

藩

學

校

と

稽

し

t

'

今

は

縣

立

女

子

師

範

學

校

と

し

て

使

用

し

て

ゐ

る

。

維

新

後

附

屡

建

物

は

多

く

撤

衰

さ

れ

た

が

、

尚

講

堂

＇

と

校

門

及

外

門

と

は

よ

く

薔

規

模

を

保

存

さ

れ

て

ゐ

汽

講

堂

は

五

間

四

面

、

入

母

屋

造

頗

る

簡

素

な

建

築

で

あ

る

[

》

0

0

0

0

 

閑

谷

學

校

岡

山

縣

和

氣

郡

伊

里

村

に

あ

り

、

大

正

十

一

年

三

月

指

定

、

寛

文

六

年

十

月

池

田

光

政

封

丙

巡

説

の

際

、

閑

谷

の

地

を

相

し

、

同

十

年

津

田

永

忠

に

學

校

造

螢

を

命

ぜ

ら

る

。

此

地

元

延

原

と

稲

せ

し

が

、

此

時

閑

谷

と

名

を

改

め

ら

れ

た

、

柳

ち

閑

孵

な

る

山

谷

を

意

味

す

る

の

で

あ

る

。

延

賓

―

ぶ

年

に

講

堂

を

貞

享

元

年

に

聖

廟

を

造

り

元

緑

十

二

年

學

田

學

林

セ

附

し

て

、

學

校

獨

立

の

基

礎

を

固

か

ら

し

め

（後蒋復災震）

f ＇ 
,

'

ー

カ

に

は

熊

澤

蕃

山

の

如

き

著

名

な

る

人

物

を

出

し

て

ゐ

る

。

0

0

0

O

 

O
 

O
 
O
 
O
 

O
 
O
 
O
 
0
 

伊

藤

仁

齋

宅

（

古

義

堂

）

趾

鎚

書

庫

京

都

市

上

京

匿

東

掘

川

通

に

あ

せ

る

顆

著

な

も

の

と

し

て

世

人

に

噌

灸

さ

れ

て

ゐ

る

a
即

ち

叉

そ

の

門

弟

共

著

「

文

武

問

答

」

は

儒

學

の

近

世

武

士

道

に

及

ば

地

は

元

の

儘

に

残

さ

れ

て

ゐ

る

。

而

し

て

藤

樹

の

（前災震） 、"h
五 聖 島湯

及

附

愚

舎

の

一

部

分

等

に

過

ぎ

な

い

。

講

堂

は

七

間

四

方

入

母

陸

造

ー

こ

れ

に

入

母

屋

造

玄

闘

と

≫

切

妻

造

の

母

屋

と

が

附

屈

し

て

ゐ

る

3

o
 o
・
o
 
o
 

藤

樹

書

院

滋

賀

縣

高

島

郡

青

柳

村

に

あ

り

，

大

正

十

一

年

二

月

指

定

、

．

批

に

近

江

聖

人

と

呼

ば

れ

た

る

中

江

藤

樹

、

大

洲

侯

に

致

仕

し

て

後

郷

里

此

地

に

あ

り

て

帷

を

垂

れ

専

ら

書

を

購

じ

た

の

で

あ

る

。

書

院

は

四

間

に

八

間

聟

く

に

茅

を

以

て

す

、

側

に

藤

樹

あ

り

例

て

之

に

名

け

し

も

の

で

，

今

薔

時

の

建

物

概

ね

退

轄

し

、

現

に

存

す

る

も

の

は

藤

樹

の

老

木

と

門

一

構

の

み

で

あ

る

。

但

し

敷

一
八

• 



（
｝
 

わ
る

指
定
せ
ら
れ
た
る
儒
敬
骸
育
糠
闘
の
史
蹟

尚
指
定
名
桐
に
は
「
附
椿
山
石
門
津
田
永
忠
宅

証
及
責
葉
亭
」
と
な
っ
て
め
る
本
校
の
産
み
の
親

で
あ
り
育
て
の
親
と
も
云
ふ
べ
き
津
田
永
忠
は
3

名
は
霊
二
郎
後
佐
蒋
太
と
改
キ
げ
]
p
光
政
の
命
に
よ

つ
て
學
校
創
設
に
力
を
致
し
b

更
ら

r
居
を
そ
の

傍
に
移
し
て
監
骨
に
任
じ
た
の
で
あ
る
Q

o
o
o
o
o
o
o
e
 

際
塾
蚊
菅
茶
山
曹
宅
廣
島
縣
深
安
郡
帥
邊
町

に

あ

り

，

昭

和

九

年

一

月

指

定

，

開

き
た
る
も
の
で
、

私
塾
で
あ
っ
た
が
b

後
帽
山
落
に
諸
ひ
郷
校
と
為

す
に
及
び
廉
塾
と
稲
し
た
の
で
あ
る
。
該
山
闊
の

の
建
て
し
も
の
、
後
長
春
庵
。
春
風
園
重
家
。
和

粛
堂
等
｀
と
改
詔
せ
し
も
へ
．
今
は
初
名
を
以
て
呼
ば

れ
て
り
竺
淡
窓
晩
年
趾
家
に
起
臥
講
書
｀
安
政

三
年
此
の
庵
に

0

D

 
O
 
O
 

多
久
聖
廟

第
五
百
四
十
七
贅

て
歿
せ
ら
れ
仁
J

佐
賀
縣
小
城
郡
多
久
村
東
ノ
原
に

あ
り
。
大
正
十
年
二
月
指
定
＂
邑
主
多
久
茂
文
の

む
と
こ
ろ
、
元
緑
八
年
工
を
起
し
（
゜
蜜
永
五
年

綾
工
，
初
め
恭
安
殿
と
招
し
た
b

重

暦

母

屋

高
七
間
横
八
間
奥
行
十
間
年
9

泡
聖
境
の
孔
子

寵
勾
欄
階
段
及
外
部
柱
礎
磐
等
の
剖
分
に
比
較
的

支
那
風
の
様
式
を
存
し
て
ゐ
る
と
言
は
れ
て
ゐ

巴
冗
此
聖
廟
℃
附
島
し
て
費
舎
が
設
け
ら
れ
て

あ
っ
た
竺
維
新
後
墨
騨
今
廟
宇
の
み
を
存
す
る
に
過
ぎ
な
い
，
舟
砕
邑

-

)

 ．．，＇ 
落
廷
二
芸
ノ
玉
ヘ
バ
藩
モ
私
二
免
許
シ
玉
ハ
ズ
東
武
へ
告
デ
玉
ヘ
パ

黄
葉
夕
陽
村
舎
と
呼
ん
だ

文
部
時
報

で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
に
詳
詫
す
ろ
応
要
は
な
い
が
、
唯
遣
書
を
透
し
て
見

た
硯
在
の
足
利
學
絞
に

憲
宣
の
時
代
に
置
く
こ
糠
嘗
と
思
ふ
の
で
あ
る
Q
而
し
て
憲
宣
は
専
寒
舎
に

？
5

，
云
偉
r

校 學 谷 閑

た

の

で

あ

る

。

同

十

四

年

今

の

謬

堂

四

面

に

四

百

餘

間

の

石

壁
を
燒
ら
し
c

繹
蟹
の
全
く
終
つ
に
の
は
賓
永
四
年
と
言
は
れ
て
る
る
C

建
築
家
城
戸
氏
は
「
現
存
の
嬬
學
狡
と
し
て
そ
の
規
模
を
知

の
一
《
で
貴
霊
麟
遺
構
て
あ
る
」
と
揺
諮
し
て

茶
山
先
生
行
朕
に

…
…
就
共
家
東
北
河
壕
竹
林
下
、
築
村
警
雷
浣
種
璽
髯
面
之
門
名

黄
長
因
曰
責
葉
夕
陽
村
舎
ぶ
n
背
隔
野
望
蓮
阜
つ
有
茶
臼
山
因
自
競
茶

山
云
一
亨
生
徒
娩
笞
進
其
所
築
塾
、
，
｝
主
不
能
納
焉
ご
先
生
精
蕃
再
郷
校
名
曰

し
｀
．
東
側
な
る
一
廓
に
は
，
秋
風
惹
・
心
遠
虞
遠
思
棲
壼
摯
疇
堂
等
の

建
物
が
あ
っ
て
，
そ
の
全
部
を
併
せ
て
咸
宜
園
と
縛
桐
し
た
の
で
あ
る
、

今
奮
時
の
建
物
は
玲
ど
退
韓
し
，
選
樽
を
微
し
得
る
も
の
は
，
秋
風
庵
一

宇
を
存
す
る
の
み
、
庵
は
東
酉
尺
間
青
南
北
三

問
主
茅
葺
二
階
建
天
明
元
年
淡
窓
の
伯
父
月
花

るQ : : 、一疇二］： ： 
言it、百］言ぷ・｀ 疇冒言量冒層量鵬：9云
側虞言 學ふ壼山岡誼 8 係
な ’.5ゎ 水の
る宜の2f) は賓 了こ素はる年 間］ああ路謬
ー園報り咸0儒行松るば八の十訟0かりりを建
廓の養＇宜 0敦家陰虞建畳藩月下0のき先隔杓
に趾に昭園0のではと物及詞指村0畏凡生ては
はは任和趾0要ぁ開しで十を定塾0 りてのて h

考今じ七 旨つ胴てあ甍得＇ もの居北営
槃縣て年大をた進署るのて安山な欣宅側時
棲道以七分強炉取名が二子政口い況はにの
自ー；；；来月縣胴頂ので泊完弟三饂°山二廉疇
熟狡‘指日し塾理ぁ長を敦年筑 陽階塾堂
下み旭定田て生想る落有養吉市 の建慮塾
南て霞‘‘郡ぬをを°のすに田に 記に掌舎
塾左平文日る指有 佼る仔訟あ 文しこ蚊
等右昇化田°導し 覧平ぜ陰り にて呼先
のにゥ十町 嗜` B の屋し家も 聾そば生
建分林四字 る且 多＇所學大 しのるの
勘仇外年豆 につ く絨~＇愈正 現西る居
学て相廣田 嘗そ 国に塾按十 ・｝伏側建宅
存ぁ綾瀕に ての で簡舎、一 叉~に物及

大
成
殿
ヲ
建
＝
フ
レ
テ
後
免
許
ァ
・
リ
的
テ
落
モ
亦

ヲ
建
立
セ
ラ
レ
テ
邑
家
モ
．
卯
ヂ
造
螢
セ
ラ
ル

こ
仇
事
宣
と
せ
阿
多
久
氏
興
學
の
影
響
も
鮮
少

な
ら
す
と
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
他
に
萩
の
明
伶
館
趾
を
も
加
ふ
べ
き
で

あ
る
が
，
該
所
は
明
倫
館
水
練
池
附
明
倫
館
碑
と

し
て
指
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
，

＜
除
外
し
た
。

こ
こ
に
は
暫

指
定
さ
肛
亡
如
上
の
闊
係
史
岐
を
述
観
す
る

に
｀
り
大
轡
足
利
學
狡
と
金
澤
文
庫
五
藩
學
珈
心
紋
蒼

私
塾
の
四
大
罰
に
分
け
て
見
る
事
が
出
来
る
‘
,

0

0

0

 

0
 
c, 

0
 
O

。゚

足
利
學
校
と
金
澤
文
庫

我
か
足
利
時
代
り
文

数
を
論
す
る
も
の
、
必
ず
此
二
者
を
論
ぜ
ざ
る
も

の

竺
従
て
此
園
者
に
闘
係
す
る
論
支
も
非

常
に
多
く
、
且
つ
世
間
に
よ
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
事

て
賃
上
に
述
ぺ
た
如
＼
永
享
十
一
年
上
杉

郭
白
鬼
丸
ヘ

寧
皇
躙
是
ヲ
感
ジ

喬

二
{

u



指
定
せ

る
儒
歎
設
育
糠
闘
の
史
該

至

郷

絞

淮

綿

竹

沃

以
信
為
主
之
，
本
朝
州
學
存
者
箪
有
歎
焉
‘
亨
亦
以
僧
為
之
主
野
慰

酋
履
而
鰐
學
之
聾
餅
時
追
言
者
曰
｀
，
給
服

而
芹
縫
腋
之
汀
乖
戻
甚
忍
宗
門
家
一
大
戴

玖
是
筒
切
闘
‘
況
批
俗
文
字
乎
哉
，
雖
然
至

所
胴
不
卯
不
離
之
膨
、
有
庶
幾
焉
、
今
故
以
五

続
疏
本
若
千
奉
汽
安
置
星
合
t
従
今
疇
習
莫

葛
叫
文
化
之
行
、
自
家
逹
―
'
了
郷
ぶ
密
丁
州
玉
逹

子
國
家
天
下
也
奇
可
措
日
而
俣
突
唸
夫
賓
循

珍
蔵
＼
i
芦
齊
金
石
~
是
斬
、
主
者
息
之
＼

と
い
ふ
筐
文
を
添
へ
、
謂
學
の
し
て
そ
乞

一
苓
在
庄
不
律
之
伺
侶
事
‘
至
子
令
許
容
族
者
よ
於
土
民
者
｀
じ
永
可
令

追
於
詰
士
者
、
以
許
容
在
所
‘
可
被
崖
所
苫
也
．．
 

但
至
改
虞
亥
者

不
及
制
之
h

口
平
常
疏
行
‘
而
熙
虚
詈
身
倍
侶
三
読
箆
學

9
J
f
 

マ

J

｀
自
元
依
賑
其

長
椋
は
憲
宣
訓
姜
後
の
法
名
で
あ
る
）

佛
門
に
入
り
な
が
ら
も
浴
尚
儒
學
の

ぷ
で
る
澳
籍
主
昇
5
艇
唐
の
註
疏
を
用

墨
壽
の
解
繹
に

槃
凰
ば
蒋
し

で
あ
っ
た
所
以
は
、
憲
責
の
そ
の

そ
のに

専
念

さ
仇
て
ゐ
る
，
｝
平
泉
愕
博
士
は
足
利
臀
双
は
一
図

佛
其
を
請
ぜ
・
で
只
只
璽
言
中
心

し
亡
黙
に
於
て
そ
の

ね
る
奨
励

に
よ
る
も
り
｀
と
恩
は
れ
る
。
而
し
て
憲
宣
が

の

あ
る
。
叩
幸厨

二
い
の
痒
主
と
し

亡
快
元
は
最
も
易
に
造
詣
深
＜
次
で
第
七
批
九
宰
『
第
九
批
三
要
叉
易
塁

の
精
蓮
者
と
し
て
知
ら
仇
て
ゐ
る
。

j
の
文
い

手
b

一
冷
至
夏
月
梅
潤
‘
則
令
瑚
櫃
不
蒸
．
至
鳳
涼
則
令
曝
，
不
瓦
屋
漏
時
，

こ
れ
皆
永
享
十
・
一
年
閏
正
月
に
出
言
れ
仁
も
の

て
込
更
ら
に
七
年
後
{
-
竺
3

文
安
三
年
六
月
に
至

睾

．
 

"
I
 

り

る
周
易
講
義
書
中
の
最
百
の
も
の
夏
一
と
し

「
周
易
控
は
，
近
江
國
山
上
永
諒
寺
の
柏
舟
の
著
述
で
あ
る
が
、
柏
舟
は

で
足
利
學
設
の
易

の
も
の
麟
り
し
と

の
研
究
は
最
も
特
色
あ
る
も
の
と
し
て
批
に

き
を
致
し
た
次
第
で
あ
る
。
駄
人
フ
ロ
イ
ス
に
よ

で

三

誌

四

書

も

＂

老

；

戻

記

・

文
選
外
於
學
絞
不
可
麟
之
段
鶯
葛
規

之
上
者
さ
今
更
不
及
槃
之
、
自

b

於
腋
談
義
等
，
停
止
之
詞
よ
直

，
宿
在
庄
者
除
之
壬
叫
｀
＇

レ`

で
あ
っ
亡

、ノふ
A

る

つ
て
綜
合
分
料
を
有
す
る
大
學
と
し

虞
，
儒
敦
本
位
の
漢
學
専
門
[

E

3

し,ii 
あ
っ
た
が
浴
第
四
批
九
天
ロ

於
主
白
自
儒で

畜
七
祉
九

華
の
時
兵
雪
を
併
疇
し
た
と
言
は
る
る
か
ら
｀
，
或

は
か
く
て
綜
合
大
學
と
呼
ば
仇
｀
に
の
で
は
あ
る
ま

ヽ

ヽ

J

L
7
ふ
M金
澤
文
庫
は
、
最
近
闘
金
澤
文
庫
長
の

ょ
仇
ば
ー
こ
の
文
庫
に
は
蔵
書
か
非
常
に
多
く
B

又
創
建
者
賞
時
が
非
常
こ
火
災
を
恐
仇
し
事
及
新

褻
見
の
文
書
に
よ
り
b

や
う
な
，
蒐
集
の
書
籍
は
二
屋
形
の
一
隅
に
詈
l

か
れ

た
の
で
は
な
く
，

て
従
前
想
像
芯
れ
し

に
獨
立
し
た
建
物
の
あ
り

し
事
を
述
べ
て
ゐ
る
二
印
し
て
蔵
書
の
一
番
多
く
駕
集
さ
訊
し
は
類
時
も

貞
顕
口
時
代
に
し
て
も
且
つ
此
文
庫
の
活
励
に
就
て
欧
、
不
公
開
不
自
由

る
も
、
そ
れ
ば
金
澤
文
庫
の
全
部
の
所
有
植
が

心ら

―― 
．
 

ス
9

A

三
j
,
ョ

に
同
時
に

ゐ
る
池
曰
‘‘ 

の
取
扱
閲
覧
規
則
を
示
し
て

｀ 
・, 

去リ
苦
＂

翼
背
突
群
録
蛙
也
3

勿
容
易

文
部
時
報
第
在
百
四
十
七
執

書
籍
を
寄
附
ず
｀



院
型
に
は
水
戸
弘
道
館
を
3

綜
合
型
に
ぱ
仙
豪
養
賢
堂
を
畢
げ
て
ゐ
る
ぶ
砂

中
養
賢
堂
は
深
き
意
味
を
寓
し
て
か
か
る
綜
合
型
建
築
と
し
た
も
の
て
、

事
の
始
末
は
計
書
者
大
槻
清
準
の
記
文
に
詳
か
て
あ
る
。
曰
，

疇
堂
之
制
、
方
一
百
有
五
十
一
尺
二
寸
分
ぷ
局
二
十
丁
五
圭
、
，
中
央
一
室

箆
晏
學
之
外
善
而
為
八
匿
，
四
正
箆
完
贔
四
隅
為
嘗
石
其
室
第
狡
、
而

其
戎
魯
所
以
容
乎
明
也
正
天
外
判
為
十
六
室
~
泊
是
為
痒
『
岸
之
外
分
為

四
是
為
序
贔
綿
二
十
仔
五
室
謡
五
，
天
序
者
殷
也
，
痒
者
周
也
沿
校
者
夏

鼻
學
則
＝
i
代
同
之
‘
是
故
疇
堂
二
叩
三
代
絞
痒
之
閥
兼
存
焉
，
尋
之

必
一
其
室
者
犀
四
是
大
學
也
ぶ
謬
室
之
矩
由
是
出
焉
B

故
居
中
央
象
大

極
市
日
是
只
謬
『
室
必
一
焉
，
狡
之
所
以
四
逗
五
如
何
校
者
敦
也
、
小
學
敦

法
之
所
由
立
よ
奴
次
學
室
以
居
四
正
｀
其
数
法
四
象
也
込
叉
謡
四
憶
之

象
也
，
是
以
校
室
必
四
一
号
呵
岸
之
十
六
何
．
g
岸
者
養
也
養
之
義
莫
大
於

養
老
t
而
敦
法
之
所
以
明
由
露
賢
‘
゜
故
次
四
絞
以
居
其
外
：
而
各
＝
一
定

象
一
時
，
各
有
三
月
而
四
隅
之
室
法
四
季
之
必
有
土
旺
位
B

是
以
痒
室

必
十
有
六
焉
、
岸
之
所
以
四
者
如
伺
，
序
者
射
也
，
徳
必
由
敦
法
明
．
三
而

成
古
者
磁
往
於
射
乎
観
之
‘
故
序
詞
痒
之
外
雨
週
岸
十
六
室
之
外
誨

天
有
節
序
以
時
統
月
也
よ
又
認
叫
有
四
方
之
象
也
3

日
寄
以
序
必
四
焉
，

是
故
生
数
自
乗
而
生
至
数
『
二
叩
一
者
坦
数
也
ニ
ニ
如
四
者
拉
歎

也
二
二
三
如
九
者
穏
数
也
，
何
為
九
巽
穏

A是
九
疇
之
用
敷
也
‘
是
以
包

生
敷
在
乎
内
焉
四
四
十
六
者
岸
痰
也
‘
五
五
二
十
五
者
完
之
総
敷
也
，

指
定
せ
ら
れ
た
る
儒
敦
敦
育
桐
闘
3

史
踏

＇マ、

上
っ
た
事
と
恩
は
肛
乞
最
近
建
築
家
城
戸
氏
は
，
江
戸
時
代
の
學
狡
建

緯
宝
之
必
正
三
十
五
何
天
敷
惚
，
是
故
結
構
之
度
脅
因
五
行
之
生
数

得
之
也
、
學
室
褐
十
二
、
辟
卦
方
各
三
五
卦
是
應
岸
之
十
二
室
也
五
卦

餘
四
隅
各
設
窓
｀
應
痒
之
四
隅
室
也
玉
詈
字
室
一
而
包
二
十
四
室
存
之

尖
，
夫
中
央
者
土
土
其
歎
五
，
是
以
在
河
洛
共
居
於
中
，
箕
五
大
行
之

則
焉
瓦
十
著
策
之
数
也
、
故
學
室
容
席
五
十
法
大
術
之
数
也
二
二
三

四
者
陰
陽
之
位
尋
叫
六
七
八
九
者
陰
陽
之
敷
也
‘
・
是
以
在
河
洛
北
環
五

之
外
f
陽
二
十
而
陰
亦
二
十
合
之
則
為
四
＇
冗
故
絞
室
室
四
十
席
法

陰
島
之
位
奥
歎
之
積
也
バ
片
八
九
六
老
固
老
少
興
少
配
而
合
之
、
各
十

有
五
合
之
則
為
三
十
、
岸
之
十
二
室
，
室
三
十
席
法
七
八
九
六
之
積

賢
亦
一
月
之
日
欺
也
．
凡
十
有
二
室
其
席
共
三
百
有
六
十
＼
易
日
乾

坤
之
雪
二
百
有
六
十
，
常
期
之
日
是
也
岸
之
有
隅
象
四
季
必
有
土
旺

也
．
放
四
隅
之
室
室
十
八
王
席
應
四
季
土
用
之
数
也
』
，
是
故
積
四
隅
奥

四
序
之
席
合
於
氣
朔
之
数
贔
竺
年
之
日
欺
也
臼
是
故
総
宝
之
敷
應
陰

層
奢
策
岸
之
十
二
宝
奥
學
室
而
二
十
十
有
三
老
陽
掛
撲
之
敷
也
、
＞
．
岸

之
十
六
室
呉
學
室
而
了
丁
有
七
少
陰
掛
撲
之
敷
也
，
校
室
四
而
岸
十

六
奥
學
室
而
二
＋
有
一
少
陽
掛
摸
之
敦
也
，
絞
室
四
而
痒
十
六
井
序

之
四
室
呉
翠
室
而
二
十
工
官
五
老
陰
獨
摸
之
数
也
，
是
以
序
外
之
柱
方

各
十
有
六
、
易
卦
可
配
復
匝
算
之
，
其
質
止
六
十
乃
幹
支
之
数
也
，
夫

天
之
生
物
各
有
主
三
．
無
主
必
砒
制
作
玉
雖
備
結
樽
雖
完
不
可
以
無
主
≫

故
設
君
位
於
狡
之
北
宇
「
南
向
宕
之
位
舷
設
於
北
校
‘
何
此
象
師
之
九

の
伊
逹
家
て
も
養
賢
堂
の
他
に
岩
手
い
に
支
校
と
し
て
有
備
館
を
設
け
て

ぬ
る
。
か
¥
1

る
歌
況
で
あ
る
か
臼
藩
學
及
郷
絞
の
敷
は
三
百
餘
校
に
も

し
て
伊
賀
上
野
に
崇
廣
堂
を
設
け
て
ゐ
る
。
仙
憂

勢
の
津
藩
の
如
き
藩
校
有
造
館
の
他
別
に
支
絞
＇
、
J

公込、

s， 

二
五

て
そ
の
講
裟
は
疇
堂
て
行
は
仇
亡
の
で
あ
っ

の
中
橿
を
な
し
た
も
の
で
あ
応
。
城
戸
氏
ぱ
建
築

見
地
よ
り
し
て
疇
堂
の
構
造
を
分
類
し
、
廣
間
型
・
嘗
院
型
食
玩
合
型

言
穂
に
分
け
賣
間
型
に

S

は
岡
山
藩
藩
晏
閑
谷
皐
撃
崇
廣
堂
を
、

習
館
。
暇
修
館
・
時
荊
館
上
太
子
嬬
校
等
あ
り
，

る
が
；
そ
の
他
延
方
郷
校

氏
饂
賦
子
文
累
老
子
。
荀
子
•
韓
非
子
ら

國
麟
載
國
撃
史
記
嚢
書
」
等
で
あ
つ
に
｀
•

文
部
省
刊
日
本
敦
育
資
料
藤
井

調
査
員
の
序
文
中
に
、
「
往
時
大
小
二
百
八
十
餘
藩

／
謬
家
説
ク
モ
維
新
ノ
際
＝
一
至
リ
テ
臨
孟
學
絞
ヲ

設
ケ
子
弟
ノ
巌
養
ヲ
施
セ
l
J
'
」
と
一
藩
i
校
と
し

て
も
、
か
く
て
は
二
百
八
十
餘
絞
あ
り
。
然
る
に

水
戸
藩
の
如
き
竺
藩
學
と
し
て
は
弘
道
館
が
あ
ク

は
大
鬱
「
四
書
｀
五
艦
ふ
八
史
麟
蒙
求
羞
訊
左

r

o

 ，
 
0

O

 
O
 
O
 
0
 

藩
學
と
郷
校

に
乾
て

と
し
て
の
重
要
要
素
門
疇
堂
と
聖
磨
に
鬱

久
，
I
J
印
し
ゃ
ぅ
恩
は
紅
支
而
し
て
藩
學
臼
髯
言
敦

育
の
二
大
限
目
は
文
賦
の
二
歎
で
あ
っ
一
＼
戟
中

聖

そ
の
文
敦
は
儒
殺
本
位
の
敦
育
で
あ
ハ
；
｀
各
落

に
よ

□」
多
少
の
差
は
あ
る
も
，
そ
の
褒
科
書

癌 多

と
論
じ
て
ゐ
る
。

慕
景
集
に
よ
れ
は
三
澤
文
庫
に

戸
竺
足
利
皐
絞
聖
廟
に
安
置
す
る
聖
像
心
天

文
年
間
に
作
ら
れ
亡
銘
文
が
あ
る
。
聖
像
あ
る
以

夙
に
繹
羹
の
轄
の
行
は
れ
し
事
言
ふ
迄
も
な

ヽ

る
に

轄
哀
滅
泊

用
さ
れ
た

戸～忍

さ
れ
た
も
の
も
あ
り
｀
官
各
荷
等
に
利

あ
っ
て
爾
来
六
十
年
多
く
ぱ
、
退

て
繹
菜
を
行
は
れ
た
事
か
見
え
て

恩
ふ
に
竺
百
校
位
は
｝
胃
｀
た
も
の
と
見
て
よ
か
ら
う
。

一心る
9

然
し
そ
の

賠
名
寺

手
に
移
り
し

0
有
信
誼
の
如
き

文
部
時
報
箔
五
百
四
十
七
菰

か
る
朕
態
に
陥
つ
た
も
の
で
あ
る

の
衷
を
掲
げ
二
百
九
十
・
グ

ニ
四

百
同
じ
，
ヽ
學

て
3

幻

る /f、

て



た
事
も
闘
聯
し
、
自
然
重
大
な
る
位
置
を
保
つ
て
ゐ
た
＞
従
て
一
二
都
を
始

各
地
方
に
存
在
せ
し
数
は
決
し
て
少
く
な
い
、
今
こ
の
方
面
で
史
蹟
と
し

て
指
定
さ
れ
た
も
の
は
、
京
都
の
古
義
堂
、
近
江
の
藤
樹
書
院
．
備
後
の

菅
茶
山
の
廉
塾
、
萩
の
松
下
村
塾
、
豊
後
日
田
の
咸
宜
園
等
が
あ
る
。
そ
の

他
京
都
の
石
川
丈
山
の
詩
仙
堂
言
頼
山
陽
の
山
紫
水
明
虐
も
或
る
意
味
に

於
て
之
に
加
ふ
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
私
塾
は
藩
學
以
上
に
退
韓

甚
だ
し
い
の
で
、
今
に
完
全
に
綾
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
は
誠
に
少
な
い
。
尚

私
塾
の
社
會
的
に
及
ぼ
し
た
妓
果
に
は
、
藩
學
以
上
に
大
な
る
も
の
も
あ

っ
た
、
萩
の
松
下
村
塾
の
如
さ
そ
の
雄
な
る
も
の
A

一
で
あ
る
。
指
定
せ

ら
れ
た
る
純
儒
學
本
位
敦
育
の
私
塾
中
朕
態
の
頗
る
完
全
に
し
て
、
且
周

園
の
朕
況
尚
幸
に
し
て
昔
な
が
ら
の
情
景
を
多
分
に
保
持
し
て
ゐ
る
も
の

に
、
廣
瀕
淡
窓
の
咸
宜
園
が
あ
り
、
官
園
と
相
弼
的
の
も
の
に
茶
山
の
廉

塾
が
あ
る
J

咸
誼
園
は
隈
後
日
田
の
人
腐
瀬
淡
窓
の
開
く
と
こ
ろ
で
、
経
史
詩
文
を

敦
へ
た
る
純
然
た
る
漢
學
塾
で
あ
っ
た
，
窓
初
名
は
簡
後
健
と
改
む
、
通

甜
は
求
馬
，
其
家
世
々
日
田
代
官
の
用
人
た
る
も
、
窓
病
弱
の
身
其
家
業

を
嗣
ぐ
の
難
き
を
思
ひ
、
初
め
亀
井
昭
陽
に
學
び
し
も
、
家
庭
の
都
合
上

永
く
留
る
事
を
許
さ
れ
す
、
一
年
餘
に
し
て
再
び
家
に
あ
り
文
化
の
初
私

塾
を
開
き
子
弟
教
養
の
任
に
裳
り
、
同
十
四
年
豆
田
中
城
の
池
に
塾
舎
を

建
て
咸
宜
園
と
稲
し
、
爾
来
舎
弟
旭
窓
・
義
子
宵
村
・
孫
林
外
代
々
塾
を
主

指
定
せ
ら
れ
た
る
儒
数
数
育
機
闘
の
史
蹟

L' 
L
 

-
J
士

第
五
百
四
十
七
競

「
一
也
、
其
絲
曰
在
師
中
是
也
、
孟
子
曰
設
為
痒
序
學
校
以
数
之
．
痒
者

養
也
校
者
敦
也
、
序
者
射
也
，
夏
曰
校
殷
日
序
周
曰
痒
、
學
則
三
代
共

之
皆
所
以
明
人
倫
也
、
今
皆
兼
用
之
焉
、
是
故
校
室
者
可
以
立
敦
法

也
、
痒
室
者
可
以
行
食
轄
也
‘
序
者
可
以
観
射
儀
也
．
且
夫
王
制
崇
四

術
立
四
敦
蓋
射
書
糧
業
法
時
象
類
以
敦
之
先
王
之
典
也
．
今
夫
裳
晨

除
鯉
籍
於
東
應
及
映
牌
證
数
於
酉
痒
如
是
之
類
法
、
時
象
方
亦
王
制

之
遣
也
是
故
謁
堂
一
而
三
代
校
痒
之
制
兼
存
焉
‘
而
結
構
之
度
則
本

之
洛
書
参
之
、
明
堂
参
伍
錯
綜
術
而
五
之
稽
之
、
河
岡
質
之
易
象
縦
横

善
順
引
而
長
之
亦
無
往
而
不
相
値
也
朱
子
嘗
記
草
庵
之
制
、
有
言
上

有
九
疇
八
卦
之
象
、
下
有
九
丘
八
陣
之
法
、
此
蓋
論
象
数
也
、
而
朱
子

叉
序
詩
偉
曰
．
人
事
決
於
下
天
道
備
於
上
而
無
一
理
之
不
具
蓋
語
其

理
也
．
余
於
講
堂
之
制
度
之
象
敷
理
亦
共
云
‘

室
は
二
十
五
室
よ
り
成
り
、
講
堂
―
つ
で
夏
殷
周
三
代
の
校
序
の
制
を

兼
ね
し
め
た
も
の
で
あ
る
事
は
、
そ
の
文
の
示
す
通
り
で
あ
る
。
上
文
は

日
本
教
育
資
料
引
文
に
撮
り
た
る
も
竺
誤
脱
あ
る
か
文
意
の
姐
ぜ
ざ

る
所
あ
り
、
今
之
を
訂
正
す
る
能
は
ざ
る
を
憾
む
。

各
藩
々
學
の
講
堂
が
、
皆
か
A

る
厳
粛
な
る
方
針
の
下
に
計
需
せ
ら
れ

し
や
否
知
る
に
由
な
き
も
、
儒
数
を
以
て
教
育
の
根
本
と
し
た
る
時
代
に

あ
り
て
は
＞
特
相
應
の
考
慮
を
彿
は
れ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
と
恩
ふ
。
而

し
て
更
ら
に
此
時
代
に
於
て
は
諧
堂
の
建
築
に
重
き
を
置
く
と
同
時
に
、

又
聖
廟
を
造
り
先
聖
孔
夫
子
を
祭
つ
た
の
で
あ
る
J
或
る
意
味
よ
り
す
れ

ば
、
聖
廟
は
そ
の
講
堂
以
上
に
重
き
を
置
か
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
、
費

舎
は
退
韓
せ
し
も
聖
廟
の
み
厳
然
と
し
て
今
に
残
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
が
あ

る
。
束
京
湯
島
聖
堂
、
足
利
學
校
及
佐
賀
多
久
の
聖
廟
の
如
き
は
そ
れ
で

ぁ
を
指
定
せ
ら
れ
た
る
藩
學
中
、
岡
山
藩
々
學
に
は
聖
廟
と
し
て
は
之

を
鋏
く
も
．
講
堂
の
一
室
に
聖
位
が
祭
ら
れ
て
あ
る
C

而
し
て
春
秋
の
繹

食
は
閑
谷
學
校
と
交
互
に
行
は
れ
た
や
う
で
あ
る
。
又
伊
賀
の
崇
廣
堂
，

岩
出
山
の
有
備
館
に
は
聖
廟
を
鋏
く
が
、
共
に
支
校
た
る
為
で
、
そ
の
本
校

に
は
聖
廟
が
置
か
れ
て
あ
っ
た
Q
.

さ
て
現
存
珈
手
廟
建
築
年
代
と
し
て
は
、
足
利
學
校
這
虹
岡
山
閑
谷
學
校

隷
多
久
聖
廟
疇
硬
湯
息
扇
贄
記
麦
哀
喜
知
、
仙
豪
養
賢
堂
認
蝉
、
水

戸
弘
道
館
謬
輝
‘
と
云
ふ
順
序
に
な
る
の
で
あ
る
。

恥
聾
徳
川
時
代
一
般
庶
民
教
育
機
闊
と
し
て
は
、
郷
校
私
熟
瓢
寺
子

屋
で
、
瑯
校
は
ど
ち
ら
か
と
云
へ
ば
，
藩
學
分
校
の
傾
向
を
持
つ
て
ゐ

る
。
而
し
て
寺
子
屋
は
普
遍
的
の
も
の
で
、
庶
民
数
育
の
恨
幹
を
な
し
て

ゐ
る
と
言
へ
や
う
。
そ
の
教
ゆ
る
と
こ
ろ
ば
四
書
の
素
讀
ゃ
笙
道
所
謂

讀
み
書
算
盤
と
云
ふ
程
度
の
教
育
機
闘
で
あ
っ
た
、
又
私
塾
は
そ
の
褻
逹

の
性
質
上
、
初
等
よ
り
高
等
専
門
教
育
に
及
ん
で
ゐ
る
。
藩
學
の
預
達
以

前
は
、
主
と
し
て
文
武
雨
道
と
も
、
こ
の
私
塾
に
よ
っ
た
も
の
で
、
従
て
藩

學
褻
逹
後
と
雖
も
、
こ
の
私
塾
は
、
殊
t
そ
の
入
學
資
格
の
自
由
で
あ
？

裁
し
、
四
代
五
十
年
幾
多
人
材
を
養
成
し
＼
私
塾
と
し
て
天
下
に
指
折
り

数
へ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
、
豊
綸
詩
史
に
「
四
方
塵
至
入
門
者
前
後
四
千

餘
員
、
家
塾
之
盛
近
古
不
見
其
比
」
と
述
べ
ら
れ
た
通
り
、
此
塾
に
學
ぶ

者
、
鍛
西
諸
門
人
は
勿
論
、
遠
き
は
青
森
方
面
よ
り
来
る
者
も
お
っ
て
‘

生
國
を
異
に
す
る
者
六
十
四
．
其
数
四
千
六
百
十
七
人
入
門
者
の
名
簿
今

に
存
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
出
身
者
の
維
新
前
後
に
計
會
に

活
躍
せ
る
人
多
く
、
松
下
村
塾
と
相
侯
て
枇
に
ぃ
奢
名
で
あ
る
。

廉
塾
は
菅
茶
山
が
開
き
た
る
黄
葉
夕
陽
村
合
の
捩
張
し
て
郷
校
と
な
し

た
る
後
の
稲
呼
で
あ
る
。
而
し
て
茶
山
は
藩
に
請
ふ
て
郷
校
と
な
し
た
る

も
‘
尚
茶
山
が
家
塾
と
し
て
異
る
な
く
‘
維
新
後
は
菅
家
の
も
の
と
し
て
保

存
せ
ら
る
こ
事
と
な
っ
た
，
山
陽
の
茶
山
先
生
行
吠
に
、
先
生
姓
菅
名
晋
師

字
證
郷
通
稲
太
中
茶
山
と
琥
す
と
あ
る
が
、
初
よ
り
菅
氏
で
は
な
い
、
元
は

菅
波
氏
と
稲
し
、
後
略
し
て
菅
を
以
て
姓
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

開
塾
の
年
代
も
明
ら
か
な
ら
ざ
る
も
、
安
永
末
年
よ
り
天
明
の
初
年
に
か

け
て
の
事
と
思
は
れ
、
叉
廉
塾
と
稲
せ
し
年
代
も
明
ら
か
で
な
い
行
朕
や

墓
銘
に
は
晩
年
と
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
又
文
化
よ
り
文
政
度
に
か
け
て

の
頃
と
察
せ
ら
れ
る
。
従
て
開
塾
後
約
四
十
年
の
内
盲
廉
塾
と
呼
ば
れ
し

よ
り
は
．
黄
葉
夕
陽
村
舎
と
呼
ば
れ
た
方
が
長
い
の
で
、
此
方
の
呼
稲
が

よ
く
冊
人
に
通
じ
て
ゐ
る
。
殊
に
茶
山
の
遺
稿
は
，
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
文
，

と
題
し
刊
行
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
黄
葉
夕
陽
村
舎
と
云
へ
ば
茶
山
を
恩

文
部
時
報

1

、
•
一
プ
＇



新
潟
高
等
學
狡
長 の

岡

田

特

色

敦
育
方
針
を
約
言
し
て
ゐ
る
。
叉
茶
山
が
敦
育
方
針
は
そ
の
行
朕
に
店
。

其
説
紐
一
循
偉
註
不
自
立
異
‘
敦
生
徒
有
常
課
如
法
而
止
，
不
必
督
促

土
於
麟
言
行
敦
倫
理
、

と
亨
~
冗
宜
園
の
敦
育
方
針
と
は
、
必
ず
し
も
一
致
と
は
言
ひ
難
い
が

B

趣
旨
に
於
て
は
似
通
へ
る
尉
が
認
め
ら
れ
る
。

尚
雨
塾
舎
所
在
池
の
朕
況
を
考
察
す
る
に
，
雨
砥
と
も
必

の
ま
A

で
は
勿
論
な
い
が
さ
然
し
幸
ひ
に
多
分
に
藝
の
趣
き

ゐ
る
。
淡
窓
が
宜
園
を
開
い
た
時
に
詠
じ
た
詩
の
一
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且
↑
い
ー
1

＇占

に
、
「
茂
林
互
禁
帯
‘

浣
水
自
澤
浚
」
と
あ
り
B

叉
「
門
外
控
雙
豊
，
峻
嶺
千
菫
出
，
長
流
一
棧
通
沿

村
姻
睛
窃
・
元
苓
L

と
叉
曰
「
全
家
居
霰
裏
」
に
も
環
場
の
美
ぱ
）
ご
竺
乞

へ
て
ゐ
る
。
叉
廉
塾
に
紐
竺
＇
」
は
，
賢
瀬
旭
窓
り
康
塾
記

1

]

.

予
二
十
年
前
嘗
遊
其
地
而
観
之
3

田
野
膏
沃
，
而
墾
闊
莫
所
不
至
り
肝

用
膿
而
星
槃
甚
富
者
ょ
叫
水
平
而
沙
清
、
山
秀
而
濯
籟
＼
薔
不
富
則
淫
邪

之
誘
少
三
塁
盆
則
耕
寂
省
力
而
讃
書
得
暇
加
之
山
水
冥
羨
清
遠
，
則

鳳
氣
暢
逹
人
物
稟
生
｀
沖
誰
好
普
熊
奇
，
邪
罷
駁
之
偏
る
夫
以
訊
宣
之

古
俗
之
美
而
憚
鳳
士
之
有
資
宜
乎
ヘ
・

そ
の
環
境
を
評
し
て
る
る
。
而
し
て
環
境
の
貼
に
於
て
も
宜
詞
の
揚
所
よ

り
は
石
『
犀
塾
の
方
多
分
に
萱
趣
を
保
て
る
や
う
に
恩
は
訊
る
Q

文
部
省
直
韓
學
校
は
現
在
百
校
の
多
敷
に
上
り
S

夫
々
特
色
を
具
へ
て
高
等

敦
育
又
は
特
殊
敦
育
に
従
事
し
て
居
る
。
本
時
報
は
茸
へ
の
特
色
を
筒
箪
に
記

て
、
夫
々
誌
上
に
登
表
す
る
こ
と
、
1

し

し
も
薔
朕て

は
新
潟
市
西
郊
の
丘
陵
上
に
在
り
、
東
南
越
後
平
野
を
隔
て
ミ
造
に
上
越
磐
越
國
境
の
山
々
を
望

西
北
は
日
本
誨
に
近
く
p
浣
の
彼
方
に
佐
渡
の
翠
黛
を
跳
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
冬
季
雲
の
多
い
時
は

費
せ
ば
立
派
な
ス
キ
ー
ー
場
へ
も
行
け
る
。
夏
は
學
校
の
西
方
約
―
二
町
の
寄
居
濱
は
海
水
浴
場
と
し
て
賑

ふ
。
遠
く
連
る
悔
岸
の
靱
丘
は
散
歩
に
適
し
、
市
中
を
貫
流
す
る
信
濃
川
は
ボ
ー
ト
を
浮
べ
る
に
宜
し
い
。

一
本
校
贔
名
を
冠
す
る
高
等
皐
絞
賞
初
の
も
の
と
し
て
大
正
八
年
に
創
立
さ
れ
に
。
未
だ
古
い
歴
史
偉
統
は
持
た
な
い
竺
敦
授
に
は
新
進
の
人
一

一
多
く
三
活
氣
と
明
朗
さ
に
高
阿
生
徒
の
氣
風
は
堅
忍
着
寅
に
し
テ
＼
素
朴
な
外
貌
の
裡
に
不
屈
の
意
氣
を
蔵
し
て
ゐ
る
。
最
近
に
は
生
徒
の
間
か
ら
p

．
互
に
相
戒
め
相
助
け
て
、
學
業
を
励
み
，
得
性
を
磨
き
，
這
励
を
盛
に
し
t
以
て
大
に
意
氣
を
揚
げ
溢
狡
風
を
刷
新
振
興
せ
ん
と
す
る
の
氣
這
が
湧
き

上
り
つ
A

あ
る
。

ー
~

文

恕

省

直
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學
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特
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述
す
る
こ
と
を
學
狡
長
に

ペ込

＼ 

庸
字
虫
i

9

-

文
に
r
a

「
翌
先
沼
子
授
宕
園
徒
李
性
敬
養
各
成
其
器
以
供
國
用
」
と
淡
窓
が

とヽ

.r
テ
モ
弧
テ
同
ウ
ス
可
ラ
ズ

田
甕
江
は
，
淡
窓
の
門
入
に
し

,

`

"

 

r

，士＂’-る

，こァ

の
碑

ぐ
予
孟
警
’
'
モ
可
Jr
．
叫
若
シ
好
ム
所
同
ジ
カ
ラ
守
：
ロ
ペ
t
．
門
人

の
後
顧
の
憂
ひ
集
か
ら
し
め
ら
ビ
砂
で
b

子
孫
又
餘
慶
乞
蒙
っ
て
居
ら

る
る
次
第
と
国
営
は
れ
る
。

茶
山
先
生
行
朕
に
「
拇
齋
以
厳
先
生
以
却
而
意
鐸
於
一
」
と
這
べ
ら
れ

て
ぬ
る
が
，
此
一
語
又
よ
く
そ
の
性
格
を
察
す
る
事
が
出
来
る
↑
，
淡
志
の

も
叉
即
で
あ
っ
ビ
叉
敦
育
方
針
こ
鱈
＼
淡
窓
は
「
詩
話
」
に
、

殴
二
予
ハ
只
予
ガ
好
ム
所
ニ
フ
ノ
＼
廣
ク
批
人
ヲ
誘
ヒ
予
二
従

ハ
シ
ム
J
v
'
ノ
意
ナ
ジ
，
若
シ
ガ
好
ム
所
卜
同
ジ
キ
モ
｀
・
，
プ
ラ

窓
。
茶
山
共
に
學
術
ば
か
り
て
な
く
｀
，
計
理
の
道
に
さ
述
逹
し
．
，
塾
合
永
遠

存
し
b

よ
く
そ
の
遺
訓
を
守
ら
虹
て
ゐ
る

B

雨
者
同
一
で
あ
る
J

況
に
も
恙
因
す
る
事
と
思
は
ね
る
。
然
し

の
遺
警
詈
翌
鄭
霊

及
そ
の
交
遮
の
廣
き
を
致
し
亡
等
の
為
で
あ
る
J

宜
園
と
康
塾
と
を
比
較
す
る
に
も
遠
蹟
の
朕
態
よ
り
す
れ
ば
、
殿
塾
の
方

炉
逢
か
に
よ
く
選
構
を
習
め
て
ゐ
る
、

J
れ
は
一
に
土
地
褒
脱
の
賦

さ
て
茶
山
塾
の
名
高
き
を
致
せ
し
所
以
阿
勿
論
先
生
の
人
格
及
學
刀

の
致
す
と
こ
ろ
で
あ
る
と
同
時
に
；
そ
の
敦
育
方
針
の
宜
し
さ
黙

，
入
々
の
頭
に
架
く
浸

文
部
時
報

穿
五
百
四
十
七
絨

で
ゐ
る
。
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